
令和7年度支部事業計画案及び
支部保険者機能強化予算案について

資料４



達成状況：達成〇 達成困難△ 未達成×

令和7年度KPI及び令和6年度上期KPI進捗状況

2

項目

令和7年度KPI 令和6年度KPI
令和6年度上期進捗
（R6.9末時点）

令和5年度KPI

（重要業績評価
指標）

（重要業績評価
指標）

実績 達成状況 実績 達成状況

基
盤
的
保
険
者
機
能

1 サービススタンダード達成状況 100% 100% 100% 〇 100% 〇

新2 サービススタンダード平均所要日数 ７日以内維持

新3 現金給付等申請に係る窓口受付率（R6までは郵送化率） 対前年度以下 対前年度以上 94.5% 〇 94.3% ×

4 協会のレセプト点検の査定率 対前年度以上 対前年度以下 0.075% △ 0.114%

5 協会の再審査レセプト１件当たり査定額 対前年度以上 対前年度以上 8,910円 △ 13,259円 〇

6 返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を除く）の回収率 対前年度以上 対前年度以上 65.01% △ 78.30%

廃止 資格喪失後1か月以内保険証回収率 対前年度以上 84.40% △ 86.42% ×

戦
略
的
保
険
者
機
能

1 生活習慣病予防健診受診率 58.7％以上 56.6％以上 25.70% △ 54.8% ×

2 事業者健診データ取得率 16.3％以上 16.3％以上 4.20% △ 12.3% ×

3 被扶養者特定健診受診率 36.0％以上 35.6％以上 19.80% △ 32.4% ×

4 被保険者特定保健指導実施率 27.2％以上 25.5％以上 20.20% △ 20.3% ×

5 被扶養者特定保健指導実施率 26.7％以上 27.7％以上 16.60% △ 18.3% ×

6 健診受診月から10か月以内医療機関受診率 対前年度以上 対前年度以上
40.4%
（※）

〇 35.0%

7 健康宣言事業所数
1,450事業所

以上
1,350事業所

以上
1,301事業所 〇 1,156事業所 〇

8 ジェネリック医薬品使用割合（数量ベース） 対前年度末以上 80.0％以上 80.4％ 〇 79.7％ ×

新9
バイオシミラー使用促進事業について、医療機関や関係機関
への働きかけを実施 実施

新10 SNS（LINE公式アカウント）の運用、毎月の情報発信 実施

11
健康保険委員カバー率
健康保険委員委嘱事業所数

57.4% 57.3% 56.5% △ 56.4% 〇
対前年度以上 対前年度以上 2,419事業所 〇 2,375事業所 〇

組織運
営体制

1 一者応札案件割合 15％以下 15％以下 25% × 15.4% ×

※令和５年４～10月健診受診者のうち受診勧奨基準値該当者について、令和６年９月受付のレセプトまで確認し、集計したもの



令和７年度奈良支部事業計画（案）
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令和７年度奈良支部事業計画（案）
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奈良支部の令和７年度保険者機能強化予算の予算枠

〇 医療費適正化等予算 → ９，９５１，０００円 （令和６年度：９，９５１，０００円）

〇 保健事業予算 → ３１，６７７，０００円 （令和６年度：３１，６７７，０００円）

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算8億円を、全支部一律に定額部分600万円を設定した上で、残りを加入者数で按分・
加算し、効率化分（３％)を差し引いた額。
なお、特別枠基準額として、別途2,460,000円の予算が設定されているが、基準額以上の予算要求に制限を設けていない。

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算40億円を、40歳以上の加入者数で按分し、効率化分（３％）を差し引いた額。
なお、特別枠基準額として、別途7,830,000円の予算が設定されているが、基準額以上の予算要求に制限を設けていない。

令和７年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

課題認識の共有に基づく令和７年度支部事業計画・予算の策定

〇 令和５年度から、支部事業計画 ・予算の策定について、支部でエビデンスに基づく事業
実施ができるよう、「現状評価 ・課題 ・重点施策」の策定から始まるスケジュールとして、
見直しが行われた。

〇 加えて、支部での取組が一層促進されるよう 、令和５年度の支部予算より、特別枠が
創設された。

令和７年度の支部事業計画・予算の策定についても、令和５年度・令和６年度と
同様となる。
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課題 区分 概要

1 ジェネリック医薬品の
使用促進

・令和5年度ジェネリック医薬品使用割合（数量ベース）は最終（令和6年3月診療分）79.7%と目標に
達していない。
・また、令和6年1月診療分は80.2%と初めて80%を超えたが、それ以降は80%を下回り令和5年度は目
標達成に至らなかった。
・直近の令和6年4月～5月診療分はともに80.4%となったが、全国順位は46位となっている。
・メーカー不祥事等における供給問題等への不信感が関係機関や一部医療機関の阻害要因となっている。
・金額ベースでの使用割合についても令和6年3月診療分で48.3%と全国最下位（47位）となっている。
（新たに設定された副次目標：後発医薬品の金額シェアを2029年度末までに65%以上）

2 保健関係

健診

・令和5年度の生活習慣病予防健診実施率は54.8％であり、過去最高の実施率となったが、KPI
（56.0％）には届かず全国平均を下回っており、全国40位（令和4年度：全国43位）に位置している。
・事業者健診データ取得率については、自己負担額引き下げに伴う生活習慣病予防健診への切り替え、
公務組織加入者の共済組合への移行の影響もあり、令和4年度から3.4％減少し、12.3％となった（全国
6位）。
・被扶養者の特定健診実施率については、加入者数の減少等の影響により令和4年度から1.1％減少し、
32.4％（全国8位）。

特定保健
指導

・健診機関による健診当日の特定保健指導の実施促進、Zoomを活用した遠隔面談の実施、健康経営の
普及に伴う特定保健指導の利用増加により、令和3年度以降、被保険者の特定保健指導実施率が増加
していたが、令和5年度は令和4年度から3.4％減少し、20.3％となった（全国29位）。
・被扶養者の特定保健指導については、健診機関と連携し、無料集団健診当日の特定保健指導を推進し
ているが、令和4年度から6.9％減少し、18.3％となった（全国16位）。
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現状評価の概要



課題 区分 概要

3 医療費適
正化とコラボ
ヘルスの推進

医療費の状況

・加入者一人当たり医療費について、総額ではほぼ全国平均並みであるが、診療種類別では医科診療が
全国平均を上回り、歯科診療・薬局調剤が全国平均を下回る状況が続いている。
※令和５年度全国比
・入院（103.1%）・入院外（108.2%）・歯科（96.4%）・薬局調剤（80.5％）

健康経営
優良法人

・健康経営優良法人認定は、前回から申請料が有料化されたものの、認定事業所数は着実に増加してい
る。
2023認定（令和5年3月発表）143法人 → 2024認定（令和6年3月発表）188法人

「ご家族の健診
プロジェクト」

・R5年度「ご家族の健診プロジェクト」参加事業所の特定健診受診率は32.8％と奈良支部全体の
32.4％を上回る。

4 メンタルヘルス対策の推進

・令和5年10月の傷病手当金の年齢階級別件数の構成割合は45～49歳代が全国比106.1%となって
おり、働き世代における40～59歳までの全てにおいて全国平均を上回っている。
・傷病別件数割合でみると、「精神及び行動の障害」が33.81%と最も高く、全体の3分の1以上を占めてい
る。

5 睡眠対策

・睡眠で休養がとれていない者の割合が全国平均を大きく上回っている。（男性46​​​​​​位、女性45位）
・2020年度以降割合が微増傾向にあり、また男女ともに数年間連続して下位に低迷している。
・不芳な睡眠は、認知症、メンタルヘルス不調を含め様々な疾病の原因の１つとなり得るため対策が必要で
ある。
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現状評価の概要



課題 令和７年度の重要施策（案）

1 ジェネリック医薬品の使用促進

・医療機関（薬局）ごとのジェネリック医薬品使用状況を把握できる「見える化ツール」を提供し、医
療機関・薬局へジェネリック医薬品への切替え促進を行う。
・年齢階層が上がるほどマイナス影響度が高い（特に40歳代以上）ため、メディアを活用のうえ年
齢層を限定した効果的な広報を行う。
・令和６年度に引き続き、ジェネリック医薬品の軽減額通知を実施する。
・医薬品適正使用促進地域協議会において市内全体のボトムアップに向けた積極的な提言を行う。

2 生活習慣病予防健診受診率の向上

・令和5年度からの健診自己負担額の引き下げにより健診受診者数が増加していること、地域・健
診機関ごとの健診受け入れ人数にバラつきがあること（特に西和医療圏で顕著）を踏まえ、委託機
関の拡大に向けて医療機関と交渉を行う。
・健診機関から事業所・被保険者に対し訪問・電話やダイレクトメールによる受診勧奨を実施すると
ともに、新規委託機関拡大の交渉を引き続き行う。
・中小規模事業所の健診未受診者及び事業所に対し、「生活習慣病予防健診のメリット」や「健診
の受診義務」について、分かりやすく訴求したダイレクトメールを送付する。
・新規適用事業所に対する健診の受診勧奨を行う。

3

医療費適正化と
コラボヘルスの推進

・地域密着型の医療情報誌を活用し、上手な医療のかかり方の普及啓発を実施する。
・奈良県医師会との連携強化事業である「ご家族の健診プロジェクト『かかりつけ医×特定健診』」に
ついて、連携協定を締結した自治体・商工会とも連携のうえ推進するほか、上手な医療のかかり方
等の普及啓発を連携して実施する。
・県内自治体及び商工会等との連携協定締結等による普及促進活動強化やセミナー・新聞・テレ
ビ等の広報によるコラボヘルスに関する啓発を実施する。
・特定保健指導が未実施または実施率が低い事業所に対し、職員、保健師による訪問事業を実
施する。

4 メンタルヘルス対策の推進
・奈良産業保健総合支援センターによる広報誌への記事連載等、連携の充実を図るとともに、健康
宣言事業所等に対し、オンライン形式も含めたメンタルヘルス対策の健康講座を実施する。

5 睡眠対策
・睡眠課題解消に向け、令和６年度に実施した分析結果等に基づき、特徴のある集団（年齢や
性別等による個人を特定、業態を絞った宣言事業所等）をターゲットとしたうえで分析結果等を
フィードバックし、効果的な事業展開を実施する。

現状評価 に対する課題 ・ 重点施策（案）

37



令和７年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

38

項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備考

①ジェネリック使用促進セミナー ２８ ２８ 継続

②医師会と連携した「かかりつけ医」推進啓発活動 ３６３ ０
事業継続、
費用発生なし

③ジェネリック医薬品に関する周知用封筒作成 ５９ ５９ 継続

④メンタルヘルス対策セミナー及び広報の実施 ６２２ ー 項目変更

企画部門経費 １，０７２ ８７

①定期広報誌「協会けんぽなら健康だより」の発行 ９９９ １，０３０ 継続

②インセンティブ制度の周知（リーフレット等の作成） ６０５ ６０５ 継続

③申請書記入誤り減少に特化したチラシの作成 ー １２９ 新規

紙媒体による広報経費 １，６０４ １，７６４

（単位：千円）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。

令和７年度医療費適正化等予算



令和７年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備考

①「県民だより」による奈良支部事業の周知広報 １，３５３ １，３５３ 継続

②地元紙への広告・記事掲載 １，４３０ １，２６５ 継続

③奈良支部の各事業にかかる普及啓発 １，１００ ９９０ 継続

④「上手な医療のかかり方」に係る普及啓発 ー ２，３７６ 新規

⑤ジェネリック医薬品使用促進に関するバス広告 ９１９ ー 廃止

⑥ジェネリック医薬品普及促進に向けた各種WEB広告 １，８７０ ー 項目変更

⑦ジェネリック医薬品普及促進に向けたインターネットラジオ広告 ５８３ ー 項目変更

⑧ジェネリック医薬品普及促進に向けた各種メディア広告 ー ２，０９０ 新規

その他の広報経費 ７，２５５ ８，０７４

医療費適正化等予算枠 ９，９５１千円 ９，９３４ ９，９２５

（単位：千円）

項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備考

企画部門経費 ①分析結果に基づく睡眠習慣改善アプローチ

（旧：睡眠に関する実態調査と分析）
１２，７６０ ５，０６６ 新規

特別枠基準額 ２，４６０千円 １２，７６０ ５，０６６

令和７年度医療費適正化等予算

令和６年度医療費適正化等予算（特別枠）
※端数処理において合計金額が相違する場合があります。
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令和７年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

40

（単位：千円）令和７年度保健事業予算

項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備考

②事業者健診委任状取得費（健診機関） １１０ ４４ 継続

③事業者健診データ作成等経費（事業主） ３８５ ２７０ 継続

④事業者健診結果データ取得に係る外部委託 ５，２７０ ５，８１２ 科目変更

⑤協会主催の集団健診（被扶養者） ５，２９９ ５，２０７ 継続

⑥生活習慣病予防健診等未受診者等に対する受診勧奨 ‐ １，１００ 科目変更

⑦健診推進経費 ８０３ ‐ 別枠化

⑧健診受診勧奨等の印刷物作成 ９９９ １，３１６ 継続

健診経費 １２，８７９ １３，７９９

①特定保健指導中間評価時の血液検査費 ８２５ １，１５５ 継続

②保健指導用等雑費 ９７２ ７５２ 継続

③保健指導推進経費 １９８ ‐ 別枠化

④特定保健指導対象者・事業主への利用勧奨 ２２０ ‐ 休止

保健指導経費 ２，２１５ １，９０７

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。



項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備考

①生活習慣病予防健診実施機関における受診勧奨（レッドカード事業） １，９８０ １，９８０ 継続

②健診結果に基づいた未治療者に対する受診勧奨 ２，２３５ ２，７０１ 継続

③糖尿病性腎症経費 ４，２９０ ４，５１０ 継続

④歯科医師会と連携した口腔ケア普及事業 ‐ ‐ 廃止

重症化予防経費 ８，５０６ ９，１９１

①「職場まるごと健康宣言」の実施 ３，３２６ ２，２１５ 継続

②コラボヘルスのための健康講座 ２，５９６ ３，３００ 継続

③健康経営の普及を目的としたセミナーの開催 ７１３ ５４９ 継続

コラボヘルス事業経費 ６，６３７ ６，０６４

①奈良市・奈良市医師会と連携したCOPDの啓発及び禁煙外来受診勧奨 １，２７６ － 廃止

②奈良市・奈良市医師会と連携したロコモティブシンドローム・脂質異常症予防 ‐ ５５０ 新規

③保健事業実施計画アドバイザー経費 １６４ １６６ 継続

その他の経費 １，４４０ ７１６

保健事業予算 ３１，６７７千円 ３１，６７７ ３１，６７７

令和７年度保健事業予算 （単位：千円）

令和７年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。 41



項目 令和６年度予算 令和７年度予算 備考

保健指導経費 ②中小規模事業所の未受診者及び付加健診対象者に
重点化した受診勧奨

２，０４２ ‐ 科目変更

保健指導経費 ③特定保健指導対象者の減少要因分析 １，８９６ ‐ 廃止

特別枠基準額 ７，８３０千円 ３，９３８ ‐

令和７年度保健事業予算（特別枠） （単位：千円）

令和７年度奈良支部保険者機能強化予算（案）

※端数処理において合計金額が相違する場合があります。
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